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マダガスカル
第四次小学校建設計画

コンサルティング：（株）毛利建築設計事務所
調 達 代 理：（一社）日本国際協力システム

自発的・積極的で、作業手順の理
解も早く、極めて勤勉であった。
毎日の作業終了後に配布される
米・豆・油を受け取る住民の笑顔
がとても印象的で、プロジェクト
終了時に投げキッスで感謝の意を
表してくれたことには感激したと
のことだ。

めの資金の一部も拠出している。
 作業は18年８月から約１カ月間
という短い期間で行われ、道普請
人から派遣された田川満男専門家
の指導の下、周辺住民やFEFFIと
FRAMの関係者が土のうを作っ
て並べ、通学路を平坦に整備して
いった。田川氏によれば、住民は

住民自ら通学路を整備

 本計画では、FEFFIとFRAMの
連携強化を通じて施設の維持管理
に対する意識の向上を図るため校
長やコミュニティー長、地域住民
などを対象に研修や講習、住民集
会などが開催された。加えて、一
部の学校では住民参加による通学
路の整備も行われた。
 通学路整備は、開発途上国でも
材料を入手しやすい土のうで悪路
を整備するプロジェクトを実施し
ている認定NPO法人「道普請
人」が全面的に協力した。専門家
の派遣だけでなく、資材調達のた

女子の就学率向上に期待

　マダガスカル政府は、最も注力
すべき分野の一つに初等教育の環
境改善を掲げている。そうした中
で、同国の小学校における教室数
および児童数は2001年時点の４
万8,394室、230万7,000人か
ら、13年にはそれぞれ９万8,863
室、448万5,000人へと約２倍の
伸びを示した。
　その一方で、教室の１割以上が
教育環境の劣悪な仮設教室である
他、通学路も未整備で雨期には通
学が困難となる児童が多いなど、
問題も山積していた。

　日本政府は2009年、教育環境
の改善を目的とした無償資金協力
の予備調査に着手した。しかし、
直後に起きた政変により予備調査
後に実施されていた準備調査は中
断。13年に民主的プロセスに沿
った大統領選挙が実施されたこと
で、調査はようやく再開された。
　本計画では、要請のあった小学
校50校のうち、準備調査で優先
度が高いと判断された22校を対
象に、教室や校長室、男女別トイ
レなどの建て替えと増設を行っ
た。対象となった22校の教室数
は約90室から約180室に増え、約
１万1,000人の児童が恩恵を受け

ている。また、トイレを男女別に
分けたことで、女子の就学意欲の
向上も期待されている。
 ソフト面の支援としては、学校
運営委員会（FEFFI）と保護者会
（FRAM）の連携強化を通じて施
設の維持管理に対する意識の向上
を目指している。同国では2009
年の政変で政府からの資金が滞っ
たこともあり、多くの学校で
FEFFIは機能不全に陥っていた。
だが、各家庭からの協力で小学校
の維持管理費を賄っていたことか
ら、FRAMとの連携強化を通じて
FEFFI主体の学校運営の促進を図
っている。

＜無償資金協力＞

１万1,000人の児童に快適な教育環境を提供

京都大学大学院・工学研究科の木村亮教授とその弟子である宮崎大学工学部の福
林良典准教授が2007年に設立した特定非営利活動法人。木村理事長が、簡単な技
術で開発途上国の人 を々幸せにする方法を模索する中、土のうの耐荷力と作りやすさ
に着目し、道路整備に活用する手法を開発した。道普請人は、これまでアジア、アフリ
カ、大洋州など27カ国（2018年末現在）で現地住民と道を直し、また住民がその技能
を身に付け起業する道路整備プロジェクトを実施している。

「道普請人」についてcolumn
み ち ぶ し ん び と

2019.3　国際開発ジャーナル 69

MADAGASCAR

雨期の道路のぬかるみ 作業を指導する田川氏 完成した通学路

平らに均した基盤に土のうを敷き、一つ一つを転圧して固い層を構築する 土のうの上に土を被せてさらに転圧する最終工程

側溝を植栽で補強する

竣工式で小笠原特命全権大使と村上ＪＩＣＡマダガスカル
事務所長に謝辞を述べるラジョエリナ大統領

新しい教室、新しい机で勉強する

身障者用トイレ新設の小学校校舎の一例。22校で92教室が建設された

小学校建設 ソフトコンポーネント
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